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平成２９年第４回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第２号）

平成２９年１２月１４日（木曜日） 午前１０時００分開議

第 １ 議案第５２号 平成２９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算
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第 ４ 議案第５５号 平成２９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算

第 ５ 議案第５６号 平成２９年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算
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〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 小 林 生 吉 君

副 町 長 遠 藤 義 一 君
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建 設 課 長 山 内 功 君

建 設 課 主 幹 千 葉 靖 宏 君

建 設 課 主 幹 土 屋 順 一 君

保 健 福 祉 課 長 吉 田 智 一 君

保健福祉課参事 黒 瀧 仁 司 君
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保健福祉課主幹 北 村 哲 也 君

教 育 次 長 工 藤 正 勝 君

国保病院事務長 小 林 嘉 仁 君
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◎開議の宣告

〇議長（村山義明君） これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程につきましては、お手元に配付した議事日程第２号のとおりです。

（午前１０時００分）

◎議案第５２号

〇議長（村山義明君） 日程第１、議案第５２号 平成２９年度中頓別町国民健康保険事

業特別会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。

議案第５２号 平成２９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算につきまして、

吉田保健福祉課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） おはようございます。それでは、議案第５２号 平成２

９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成２９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算。

平成２９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，７０４万１，０００円を追

加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４，５４０万１，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２９年１２月１３日提出、中頓別町長。

最初に、事項別明細書からご説明いたします。１０ページをお開きください。１款総務

費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に４１万１，０００円を追加し、２，

９６０万２，０００円とするもので、これにつきましては平成３０年度から国保の広域化

に伴い導入予定の市町村事務処理システムで使用する住所ライセンスの保守業務委託料及

び北海道月報クラウド導入構築経費負担金を追加するものであります。なお、財源につき

ましては、歳入でご説明いたしますが、ライセンス保守業務委託料につきましては繰越金、

北海道月報クラウド導入構築経費負担金につきましては国及び道の特別調整交付金が主な

財源となっております。

２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費では、既定額に２，９６

３万円を追加し、１億６，９４３万５，０００円とするもので、１９節負担金補助及び交

付金で一般被保険者療養給付費に不足が見込まれることから、追加するものであります。

２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費につきましても既定額に１，３２０万円
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を追加し、３，１５７万２，０００円とするもので、１９節負担金補助及び交付金で一般

被保険者高額療養費に不足が見込まれることから、追加するものであります。

６款介護納付金、１項１目介護納付金につきましては、既定額に４０万円を追加し、７

９９万３，０００円とするもので、１９節負担金補助及び交付金で社会保険診療報酬支払

基金からの額の変更により追加するものであります。

７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目高額医療費拠出金では、既定額に３４

０万円を追加し、９５６万４，０００円とするもので、国保連合会からの額の変更により

追加するものであります。

６ページをお開きください。歳出、既定額２億９，８３６万円に対し、４，７０４万１，

０００円を追加し、３億４，５４０万１，０００円といたしました。

続きまして、歳入を説明いたします。８ページをお開きください。２款国庫支出金、１

項国庫負担金、１目療養給付等負担金では、既定額に１，３８３万３，０００円を追加し、

６，１９７万９，０００円とするもので、歳出で説明しました保険給付費に係る一般被保

険者療養給付費、一般被保険者高額療養費及び介護納付金に係る国の負担分を計上するも

のであります。

２目高額医療費共同事業費負担金では、既定額に８５万円を追加し、２３９万１，００

０円とするもので、歳出７款における共同事業拠出金に係る国の負担分を計上したもので

す。

２項国庫補助金、１目財政調整交付金では、既定額に４０５万３，０００円を追加し、

３，０４８万１，０００円とするもので、歳出、一般管理事業に係る北海道月報クラウド

導入構築負担金の２分の１、療養給付費、高額医療費、介護納付金に係る国の普通調整交

付金及び特別調整交付金の分をそれぞれ計上しているものであります。

４款前期高齢者交付金、１項１目前期高齢者交付金につきましては、既定額に２，１６

１万５，０００円を追加し、８，１４５万１，０００円とするもので、支払基金からの変

更によるものであります。

５款道支出金、１項……

（何事か呼ぶ者あり）

〇保健福祉課長（吉田智一君） 失礼しました。ちょっと戻りますが、歳入、国庫支出金、

１項国庫負担金、２目高額医療費共同事業負担金の内訳の額が８０万５，０００円になっ

ていました。８５万円に訂正をお願いしたいと思います。

続けます。６款共同事業交付金、１項１目共同事業交付金では、既定額に１７０万円を

追加し、４８３万６，０００円とするもので、歳出７款共同事業拠出金に係る国保連合会

からの交付額を計上するものであります。

７款繰越金、１項繰越金、２目その他繰越金では、既定額に８万７，０００円を追加し、

１３１万７，０００円とするもので、平成３０年度から導入予定の市町村事務処理システ

ムで使用する住所ライセンス保守業務委託料分として前年度繰越金を計上するものであり
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ます。

４ページをお開きください。歳入、既定額２億９，８３６万円に対し、４，７０４万１，

０００円を追加補正し、３億４，５４０万１，０００円とし、歳入歳出のバランスをとっ

ているところであります。

以上、簡単ではありますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどを

お願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５２号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５２号 平成２９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算は原

案のとおり可決されました。

◎議案第５３号

〇議長（村山義明君） 日程第２、議案第５３号 平成２９年度中頓別町国民健康保険病

院事業会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５３号 平成２９年度中頓別町国民健康保険病院事業会計

補正予算につきまして、小林国保病院事務長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林国保病院事務長。

〇国保病院事務長（小林嘉仁君） 議案第５３号 平成２９年度中頓別町国民健康保険病

院事業会計補正予算についてご説明申し上げます。

１ページをお開きください。総則、第１条、平成２９年度中頓別町国民健康保険病院事

業会計の補正予算は、次に定めるところによる。

収益的収入及び支出、第２条、平成２９年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算第

３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。支出につきまして項、目、節の

組みかえを行い、医業費用で３２万円の減、介護保険事業費用で３２万円の増として、病

院事業費用では増減がございません。

棚卸資産購入限度額、第３条、予算第９条に定めた棚卸資産購入限度額を次のとおり補

正する。棚卸資産購入限度額を６７１万７，０００円減額して４，９３６万４，０００円
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とするものです。

平成２９年１２月１３日提出、中頓別町長。

それでは、収益的収支の支出をご説明申し上げます。９ページをお開き願います。また、

あわせて提出しております病院事業会計補足説明資料の１ページをお開き願います。１款

病院事業費用の既決予定額５億２，７５９万５，０００円に変更はございません。

１項医業費用では、既決予定額から３２万円を減額し、５億２，２８９万５，０００円

とするものです。１目給与費では、既決予定額に７３１万９，０００円を追加して３億８，

５４０万７，０００円とするもので、給料としまして４００万円の減額、手当としまして

４８１万３，０００円の減額であり、医師１名分の皆減、薬剤師の退職分の減額、看護師

は５月及び１０月採用で２名の増員による増額と育児休業者３名の休業期間中の減額、作

業療法士は４月より１名採用で増額として、全体を調整いたしましたことによる減額でご

ざいます。賃金としましては、看護補助者賃金の調整として１６８万４，０００円の追加、

育児休業代替の派遣看護師及び訪問看護専任の臨時看護師賃金として１０５万８，０００

円を追加、診療支援をいただいている出張医師の１月以降分としまして１，３９５万１，

０００円を追加、事務補助者賃金の調整としまして１８万円の追加であり、賃金総額で１，

６８７万３，０００円の追加としております。法定福利費４４万１，０００円の減額及び

退職給付費３０万円の減額は、人員変動による調整、精査による減額であります。

２目材料費では、既決予定額から７１１万円を減額し、４，７７７万２，０００円とす

るもので、医師の診療方針に伴う薬品使用量の減少やジェネリック医薬品への転換により

薬品費２４９万円を減額、診療材料費につきましても入院患者数の減少に伴い、検査部門

で３２万円、薬局部門で３０万円、看護部門で４００万円の総額４６２万円を減額するも

のです。

３目経費では、既決予定額から５２万９，０００円を減額して５，４３１万円とするも

ので、旅費交通費としまして診療支援医師旅費分として９０万円、医師確保対策としまし

て院長の母校である名古屋市立大学までの旅費として２０万円の計１１０万円を追加、消

耗品費としてプリンターインク等で３０万円の追加、燃料費はＡ重油の使用見込みから５

８万３，０００円の追加、通信運搬費では電話代に含まれるワイファイ使用料としまして

１５万円の追加、賃借料としまして生化学自動分析装置の更新のおくれによる１カ月分の

賃料として１４万４，０００円の追加、委託料は決算見込み及び契約残等の減額と糖尿病

装置保守の追加により２８０万６，０００円の減額とするものです。

２項介護保険事業費用は、既決予定額に３２万円を追加して２０３万４，０００円とす

るもので、１目給与費で既決予定額に同額の３２万円を追加して１５４万１，０００円と

するもので、訪問看護専任の臨時看護師賃金として、昨年度は３日半の雇用でしたが、今

年度から４日間の雇用となったことによる追加です。訪問看護の利用者は、現在週６名と

記載しておりますが、２名減りまして週４名となっております。

予定貸借対照表は２ページに、キャッシュフロー計算書は３ページに、また給与費明細
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書は４ページから８ページまでに添付いたしましたので、ご参照願います。

なお、予算上の職員数の詳細は、補足説明資料２ページ下段に記載いたしましたので、

ご参照願います。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５３号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５３号 平成２９年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算は原

案のとおり可決されました。

◎議案第５４号

〇議長（村山義明君） 日程第３、議案第５４号 平成２９年度中頓別町水道事業特別会

計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５４号 平成２９年度中頓別町水道事業特別会計補正予算

につきまして、山内建設課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 山内建設課長。

〇建設課長（山内 功君） 議案第５４号 平成２９年度中頓別町水道事業特別会計補正

予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成２９年度中頓別町水道事業特別会計補正予算。

平成２９年度中頓別町の水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２００万円を追加し、歳入歳出

の予算の総額を歳入歳出それぞれ９，０４２万９，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２９年１２月１３日提出、中頓別町長。

事項別明細書からご説明します。歳出から説明いたします。１０ページをお開きくださ
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い。１款水道費、１項総務費、１目一般管理費につきまして、補正前の既定額４，７６０

万９，０００円に２００万円を追加し、４，９６０万９，０００円とするもので、内訳は

１１節需用費のうち修繕費について２００万円を追加するもので、水道施設については中

頓別浄水場中央制御盤のデータ監視システムへ送る装置の故障並びに水処理施設の薬品注

入ポンプの動作不良により分解整備によるメンテナンスが必要となったために計上してお

ります。また、水道管修理について敏音知ポンプ室送水管の漏水や専念寺前の漏水修理対

応のために修繕費がかさんでおりますので、今後の水道管漏水処理に迅速に対応するため

に計上するものです。

６ページをお開きください。歳出合計、既定額８，８４２万９，０００円に２，０００

円を追加し、９，０４２万９，０００円とするものです。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。２款繰入金、

１項繰入金、１目一般会計繰入金につきましては、歳出、修繕費２００万円を一般会計か

ら繰り入れるものでございます。

４ページをお開きください。下段、歳入合計、補正前の額８，８４２万９，０００円に

２００万円を追加し、９，０４２万９，０００円とするものでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

星川さん。

〇７番（星川三喜男君） １点だけ、きのうの一般質問で聞き忘れたところがありまして、

ちょっとお聞きします。

今回の漏水等は日曜日でした。日曜祭日等に関して、業者がよそに行っていて、たまた

ま今回は仕事が休みで町内に戻ってきたから対応が早くできたという感じだったのですけ

れども、今後町として日曜日、重機を載せて走るトレーラー、搬送車が日曜日となればな

かなか手に入らない。頼んでもすぐ来ないということがありまして、町内にある土建業者、

細谷さんとか、あと森林組合、それから正田さんにもあるのかな。そういう業者にお願い

して、万が一のときの緊急時の対応ということで、町がみずから進んでそちらの会社とも

話し合って協力体制を結ぶようなシステムというか、そういう形は今後とれないのかどう

かお伺いします。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 私のほうから答弁をさせていただきたいと思いますけれども、今

後建設協会と防災に関する協定を結んでいきたいと、これは職員からの提案ということも

含めてあって、そういう協議をぜひしていきたいというふうに考えています。防災とはち

ょっと異質なところがありますけれども、その中で改めて今後こういう水道等の事故も含

めて対応が急務な場合に備えた体制を構築できるよう、十分内容を精査して行っていきた

いというふうに思います。

〇議長（村山義明君） ほかに質疑ありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５４号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５４号 平成２９年度中頓別町水道事業特別会計補正予算は原案のとお

り可決されました。

◎議案第５５号

〇議長（村山義明君） 日程第４、議案第５５号 平成２９年度中頓別町介護保険事業特

別会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５５号 平成２９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正

予算につきまして、吉田保健福祉課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） それでは、議案第５５号 平成２９年度中頓別町介護保

険事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成２９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算。

平成２９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９０万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２，３５８万６，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２９年１２月１３日提出、中頓別町長。

最初に、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。１

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に１９０万６，０００円を追加

し、３９１万６，０００円とするもので、１３節委託料で介護保険システム制度改正に伴

う改修委託分として計上するものであります。

６ページをお開きください。歳出、既定額２億２，１６８万円に対し、１９０万６，０

００円を追加補正し、２億２，３５８万６，０００円といたしました。

続きまして、８ページをお開きください。歳入についてご説明いたします。３款国庫支
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出金、２項国庫補助金、４目介護保険事業補助金を新設し、４６万円を計上するもので、

介護保険事業補助金としまして定額で補助される額を計上するものであります。

６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金では、既定額に１４４万６，００

０円を追加し、３，３３８万５，０００円とするもので、システム改修に係る市町村負担

分として計上するものであります。

４ページをお開きください。歳入、既定額２億２，１６８万円に対し、１９０万６，０

００円を追加補正し、２億２，３５８万６，０００円とし、歳入歳出のバランスをとって

いるところであります。

以上、簡単でありますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５５号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５５号 平成２９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算は原案の

とおり可決されました。

◎議案第５６号

〇議長（村山義明君） 日程第５、議案第５６号 平成２９年度中頓別町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５６号 平成２９年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算につきまして、吉田保健福祉課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 吉田保健福祉課長。

〇保健福祉課長（吉田智一君） それでは、議案第５６号 平成２９年度中頓別町後期高

齢者医療事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。平成２９年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算。

平成２９年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。
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（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１８万４，０００円を追加し、

歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２，８３２万６，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２９年１２月１３日提出、中頓別町長。

最初に、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。２

款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納付金では、既定額

に２１８万４，０００円を追加し、２，６５５万６，０００円とするもので、１９節負担

金補助及び交付金で歳入における保険基盤安定負担分及び保険料負担金の増加が見込まれ

ることから、後期高齢者医療広域連合納付金を追加するものであります。

６ページをお開きください。歳出、既定額２，６１４万２，０００円に対し、２１８万

４，０００円を追加補正し、２，８３２万６，０００円といたしました。

続きまして、歳入をご説明いたします。８ページをお開きください。１款後期高齢者医

療保険料、１項１目後期高齢者医療保険料では、既定額に２１２万２，０００円を追加し、

１，４６６万２，０００円とするもので、後期高齢者より通知される見込み額により当初

予算計上して見込んでいましたが、１節現年度分特別徴収保険料におきまして賦課調定額

の変更が見込まれることから、追加するものであります。

２款繰入金、１項一般会計繰入金、２目保険基盤安定繰入金につきましては、既定額に

６万２，０００円を追加し、１，０３０万９，０００円とするもので、保険料の増額に対

するルール分として計上するものであります。

４ページをお開きください。歳入、既定額２，６１４万２，０００円に対し、２１８万

４，０００円を追加補正し、２，８３２万６，０００円とし、歳入歳出のバランスをとっ

ているところであります。

以上、簡単でありますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５６号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５６号 平成２９年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算は
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原案のとおり可決されました。

◎閉会中の継続調査申出について

〇議長（村山義明君） 日程第６、閉会中の継続調査申出の件を議題とします。

議会運営委員会、いきいきふるさと常任委員会の各委員長から、お手元に配付しました

申出書のとおり閉会中の継続調査の申し出があります。

お諮りします。本件については、各委員長申し出のとおり決することにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、各委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎閉会の議決

〇議長（村山義明君） お諮りします。

本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。

したがって、会議規則第７条の規定によって本日で閉会したいと思いますが、これにご

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。

◎閉会の宣告

〇議長（村山義明君） これで本日の会議を閉じます。

平成２９年第４回中頓別町議会定例会を閉会します。

（午前１０時３３分）
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上記会議のてん末を記載し、その相違ないことを証するために

ここに署名する。

中頓別町議会議長
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署名議員


